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津
軽
白
神
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

今
年
度
の
取
組
を
振
り
返
っ
て

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
白
神
山
地
世
界
遺
産
地

域
の
約
75
％
に
あ
た
る
青
森
県
県
側
の
１
２
，

６
２
７
ha
と
周
辺
地
域
及
び
津
軽
半
島
の
一
部

を
活
動
エ
リ
ア
と
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、
貴
重
な
森
林
生
態
系
の
適
切

な
保
全
と
利
用
、
遺
産
地
域
の
巡
視
活
動
、
ニ

ホ
ン
ジ
カ
対
策
及
び
森
林
環
境
教
育
な
ど
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
活
動

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◦
白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
の
保
全
管
理

　

世
界
遺
産
地
域

の
自
然
環
境
を
将
来

に
わ
た
り
適
正
に
保

全
・
管
理
し
て
い
く

た
め
、
職
員
に
よ
る

巡
視
や
白
神
山
地
世

界
遺
産
地
域
連
絡
会

議
主
催
に
よ
る
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
も
違
法
行
為
の
防
止
や
入
山
マ
ナ
ー

の
向
上
等
を
目
的
に
、
７
月
と
８
月
の
２
回
、

白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
巡
視
員
、
地
元
警

察
及
び
漁
協
関
係
者
と
共
に
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
ま
し
た
。
入
山
者
の
多
い
箇
所
を
中

心
に
、第
１
回
目
（
７
月
21
日
（
火
））、大
川
、

ブ
ナ
林
散
策
道
、
赤
石
川
、
太
夫
峰
、
大
峰

岳
の
５
コ
ー
ス
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
た
き
火

や
無
断
伐
採
等
の
違
法
行
為
や
マ
ナ
ー
違
反
は

確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

第
２
回
目
（
８
月
29
日
（
土
））、
ブ
ナ
林

散
策
道
、
津
軽
峠
～
高
倉
森
、
櫛
石
山
・
赤
石

川
、
笹
内
川
、
白
神
岳
の
５
コ
ー
ス
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
１
回
目
同
様
違
法
行
為
や
マ
ナ
ー

違
反
は
確
認

さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
今

後
と
も
入
山

マ
ナ
ー
向
上

の
た
め
、
パ

ト
ロ
ー
ル
や

チ
ラ
シ
配
布

に
よ
る
啓
発

活
動
を
行
っ

集
な
ど
、
今
年
度
の
取
組
事
項
を
確
認
す
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
書
面
に
よ
る
確
認
と
な
り
ま
し
た
。

　

入
山
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
っ
た
12
月
10
日
（
木
）

に
は
、
第
２
回
目
の
巡
視
員
会
議
が
西
目
屋
村

中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
巡
視
員
及
び
関
係

機
関
の
49
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
各
機
関
か
ら

今
年
度
の
事
業
実
績
の
報
告
等
が
あ
り
、
そ
の

中
で
も
マ
ナ
ー
違
反
等
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、

遺
産
地
域
に
ア
ク
セ
ス
す
る
ル
ー
ト
が
５
月
末

か
ら
全
線
通
行
可
能
と
な
り
、
入
山
者
が
増
加

し
ま
し
た
が
、
マ
ナ
ー
違
反
等
の
件
数
は
昨
年

度
の
10
件
に
対
し
８
件
と
減
り
ま
し
た
。
意
見

交
換
で
は
、
入
山
届
の
疑
問
点
や
改
善
点
等
に

つ
い
て
、
活
発
な
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◦
白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
巡
視
員
会
議

　

６
月
上
旬
に
、
令
和
２
年
度
第
１
回
白
神
山

地
世
界
遺
産
地
域
巡
視
員
会
議
（
青
森
県
側
）

を
西
目
屋
村
中
央
公
民
館
で
開
催
す
る
予
定
で

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
リ
ス

ク
を
回
避
す
る
た
め
、
書
面
に
よ
る
会
議
開
催

と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
関
係

機
関
及
び
巡
視
員
が
一
堂
に
会
し
、
局
長
か
ら

巡
視
員
へ
委
嘱
状
交
付
、
関
係
機
関
の
今
年
度

事
業
計
画
等
に
つ
い
て
説
明
、
活
動
・
入
山
マ

ナ
ー
の
協
力
依
頼
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
等
の
情
報
収

大川　巡視状況

白神岳　パンフレット配布

白神岳　最後の水場

巡視員会議

ブナ散策道　パンフレット配布

太夫峰　巡視状況
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津
軽
白
神
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

今
年
度
の
取
組
を
振
り
返
っ
て

◦
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策

　

白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
及
び
周
辺
地
域
に

お
け
る
中
・
大
型
哺
乳
類
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
に
お
い
て
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
32
台
の
セ
ン

サ
ー
カ
メ
ラ
を
４
月
中
旬
か
ら
設
置
し
、
11
月

末
ま
で
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
監
視
を
あ
わ
せ
て
行
っ

た
結
果
、
６
件
６
頭
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
撮
影
さ

れ
ま
し
た
。
12
月
以
降
も
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
を

設
置
し
監
視
を
続
け
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
移
動
経

路
や
越
冬
地
に
関
す
る
参
考
デ
ー
タ
の
収
集
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
痕
跡
が
見
つ
か
っ
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
来
年
度
も
引
き
続
き
ニ
ホ
ン

ジ
カ
対
策
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

◦
森
林
環
境
教
育
等

　

５
月
上
旬
、
鯵
ヶ
沢
こ
ど
も
園
年
長
園
児
を

対
象
に
、津
軽
森
林
管
理
署
と
合
同
で
「
花
い
っ

ぱ
い
運
動
」
を
実
施
す
る
予
定
で
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
リ
ス
ク
を
回
避
す

る
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

例
年
、
園
児
達
は
当
職
員
と
一
緒
に
花
の
苗
を

一
生
懸
命
に
植
え
て
い
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は

10
年
以
上
続
い
て
い
る
活
動
で
、
こ
ど
も
園
も

毎
年
楽
し
み
に
し
て
お
り
、
今
後
も
地
元
未
就

学
児
童
へ
の
支
援
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

５
月
に
予
定
し
て
い
た
津
軽
十
二
湖
自
然
休

養
林
内
で
の
第
１
回
森
林
教
室
（
深
浦
町
と
共

催
）、
ま
た
、
10
月
に
予
定
し
て
い
た
暗
門
の

滝
遊
歩
道
内
で
の
第
２
回
森
林
教
室
（
西
目
屋

村
と
共
催
）
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

の
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
、
残
念
な
が
ら
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
森
林
教
室
を
開
催
す
る
に
当
た
っ
て

は
応
募
者
が
少
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
、
Ｐ

Ｒ
の
方
法
や
開
催
日
の
検
討
、
コ
ー
ス
の
見
直

し
な
ど
、
応
募
者
増
員
に
向
け
て
取
り
組
み
ま

し
た
。
今
後
も
同
様
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

自
然
再
生
活
動
は
、
７
月
18
日
（
土
）
と

９
月
12
日
（
土
）
の
２
回
実
施
し
ま
し
た
。
こ

の
活
動
は
、
白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
周
辺
の

ス
ギ
人
工
林
を
将
来
、
白
神
山
地
本
来
の
植
生

で
あ
る
広
葉
樹
林
に
戻
す
こ
と
を
目
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。
参
加
者
に
は
広
葉
樹
の
植
樹
を

行
っ
た
後
、
暗
門
の
滝
周
辺
の
大
径
木
が
あ
る

広
葉
樹
林
（
ブ
ナ
散
策
道
）
を
散
策
し
て
も
ら

い
、
植
樹
し
た
広
葉
樹
が
将
来
大
き
く
な
る
こ

と
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ブ
ナ
林
散
策
の
後
、
白
神
山
地
下
流
域
に
あ

る
津
軽
ダ
ム
を
見
学
し
、
自
然
再
生
活
動
に
よ

り
植
樹
し
た
森
が
水
源
に
な
る
こ
と
な
ど
職
員

か
ら
説
明
を
受
け
、
参
加
者
の
方
々
は
自
然
再

　

こ
の
体
験
学
習
は
、
津
軽
森
林
管
理
署
と
合

同
で
実
施
し
て
お
り
、
森
林
・
林
業
へ
少
し
で

も
目
を
向
け
て
く
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

当
日
は
地
元
の
新
聞
社
が
取
材
に
来
て
お
り
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
小
学
生
は
少
し
緊
張

し
な
が
ら
答
え
て
い
ま
し
た
。

◦
写
真
展
及
び
活
動
展

　

現
在
、
当
セ
ン
タ
ー
１
階
会
議
室
に
お
い
て
、

職
員
撮
影
に
よ
る
写
真
展
と
当
セ
ン
タ
ー
の
業

務
を
紹
介
す
る
活
動
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

職
員
が
撮
影
し
た
動
植
物
・
風
景
や
巡
視
活

動
の
様
子
、
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
で
撮
影
さ
れ
た

動
物
、
巡
視
の
際
に
使
用
し
て
い
る
道
具
な
ど

を
解
説
付
き
で
展
示
し
て
お
り
ま
す
。

　

写
真
や
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
順
次
更
新
し

て
い
き
ま
す
。

　

近
く
を
訪
れ
た
際
は
、
是
非
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

生
活
動
の
意
義
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
鯵
ヶ
沢
町
長
平
青
少

年
旅
行
村
に
お
い
て
、
西
北
地
区
県
民
局
、
津

軽
流
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
「
西
北

地
区
緑
の
少
年
団
交
流
会
」
が
開
催
さ
れ
る
予

定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の

リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
、
残
念
な
が
ら
中
止

と
な
り
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、
こ
の
機
会
を
通
じ
、

国
有
林
の
役
割
な
ど
を
紹
介
す
る
良
い
機
会
で

し
た
が
残
念
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

○
林
業
体
験
学
習

　

鯵
ヶ
沢
町
内
小
学
生
を
対
象
と
し
、
８
月
28

日
（
火
）
西
海
小
学
校
15
名
、９
月
８
日
（
火
）

舞
戸
小
学
校
42
名
が
国
有
林
内
に
お
い
て
除
伐

作
業
、森
林
散
策
な
ど
の
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

児
童
達
は
慣
れ
な
い
ノ
コ
ギ
リ
を
使
っ
た
作
業

に
苦
戦
し
な
が
ら
も
生
育
不
良
木
を
取
り
除
い

て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
植
物
探
し
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

を
行
い
、
各
班
に
分
れ
た
小
学
生
が
協
力
し
な

が
ら
道
の
脇
や
頭
上
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

に
目
を
向
け
て
い
ま
し
た
。
植
物
等
に
つ
い
て

職
員
か
ら
解
説
を
受
け
る
と
、
興
味
深
く
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

自然再生活動

ニホンジカ

津軽ダムで集合写真

林業体験学習

活動展

写真展
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藤
里
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

今
年
度
の
取
組
を
振
り
返
っ
て

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
白
神
山
地
世
界
遺
産
地

域
（
秋
田
県
側
）
４
，
３
４
４
ha
及
び
周
辺
地

域
に
存
在
し
て
い
る
貴
重
な
森
林
生
態
系
に
つ

い
て
、
適
切
な
保
全
と
利
用
を
図
る
た
め
、
遺

産
地
域
及
び
周
辺
地
域
の
巡
視
活
動
や
ニ
ホ
ン

ジ
カ
対
策
、
森
林
環
境
教
育
等
の
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

◦
白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
の
巡
視
活
動

　

白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
を
適
切
に
保
全
す

る
た
め
、
入
山
者
の
多
い
箇
所
を
中
心
に
、
登

山
者
へ
の
入
山
マ
ナ
ー
の
注
意
喚
起
や
標
識
類

の
状
況
確
認
等
を
実
施
し
、
樹
木
の
損
傷
や
高

山
植
物
の
盗
掘
等
の
違
法
行
為
が
行
わ
れ
て
い

な
い
か
巡
視
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度

は
核
心
地
域
に
つ
い
て
も
、
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル

や
ブ
ナ
林
長
期
変
動
調
査
の
監
督
業
務
に
合
わ

せ
、
粕
毛
川
源
流
部
の
巡
視
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
連
絡
会
議
主
催
に

よ
る
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
秋
田
県
側
核
心
地

域
に
釣
人
が
入
り
や
す
い
時
期
を
想
定
し
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
１
回
目
は
７
月
中
旬
に
、
一

ノ
又
沢
コ
ー
ス
と
二
ツ
森
コ
ー
ス
、
２
回
目
は

粕
毛
川
源
流
部
コ
ー
ス
と
大
滝
コ
ー
ス
に
お
い

て
巡
視
を
行
い
ま
し
た
。
両
日
と
も
暑
す
ぎ
る

ほ
ど
の
好
天
に
恵
ま
れ
、
沢
歩
き
に
は
最
適
な

気
温
で
し
た
。

  

過
去
に
は
釣
人
に
よ
る
ご
み
の
放
置
や
禁
漁

区
で
の
釣
人
へ
の
遭
遇
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

が
、
今
年
度
は
日
頃
の
巡
視
活
動
等
の
成
果
も

あ
り
、
違
法
行
為
や
マ
ナ
ー
違
反
は
確
認
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
良
好
な
状
態
で
利
用
さ
れ
て
い
る

の
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
熱
心
に
活
動
さ
れ
て
い
る

巡
視
員
の
皆
さ
ん
や
、
関
係
機
関
の
方
々
の
日
頃

か
ら
の
取
組
の
お
陰
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

◦
白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
巡
視
員
会
議

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

一
同
に
会
し
た
会
議
が
実
施
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
令
和
２
年
度
第
１
回
の
白
神
山
地
世
界
遺

産
地
域
巡
視
員
会
議
（
秋
田
県
側
）
は
初
め

て
の
書
面
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
事
前
に
関
係

者
へ
質
問
等
の
聞
き
取
り
を
行
っ
て
の
開
催
と

る
小
岳
に
は
、
本
州
最
低
標
高
に
生
育
す
る
貴

重
な
ハ
イ
マ
ツ
群
落
が
見
ら
れ
ま
す
。
過
去
に

は
「
マ
ツ
ノ
ク
ロ
ホ
シ
ハ
バ
チ
」
と
い
う
蜂
の
一

種
に
よ
り
ハ
イ
マ
ツ
の
葉
の
食
害
が
確
認
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
食
害
調
査
を
毎
年
継
続
し
て

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
年
は
幼
虫
に

よ
る
食
害
が
最
も
多
く
な
る
10
月
上
旬
か
ら
調

査
を
開
始
し
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
は
、
昨
年

に
引
き
続
き
幼
虫
は
見
当
た
ら
ず
、
食
害
も
確

認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

森
林
病
害
虫
が
発
生
す
る
と
最
悪
の
場
合
、

貴
重
な
樹
種
を
枯
ら
し
て
し
ま
う
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
継
続
し
て
調
査
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

な
り
ま
し
た
が
、
白
神
山
地
へ
の
造
詣
が
深
い

方
々
ば
か
り
な
の
で
ス
ム
ー
ズ
に
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

12
月
11
日
（
金
）
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
を
行
い
な
が
ら
第
２
回
目
の
巡
視
員
会

議
が
八
峰
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
「
フ
ァ
ガ
ス
」

で
、
巡
視
員
、
関
係
機
関
の
総
勢
33
名
が
参
加

し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
事
業
実
績
の

報
告
の
他
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
目
撃
情
報
や
被
害

が
拡
大
し
て
い
る
ナ
ラ
枯
れ
な
ど
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
巡
視
員
か
ら
「
白
神
山
地

に
ナ
ラ
枯
れ
が
発
生
し
た
場
合
の
対
策
は
ど
う

か
。」
と
の
質
問
が
出
さ
れ
、
事
務
局
か
ら
は

「
発
生
状
況
に
応
じ
た
対
策
を
確
実
に
実
行
し

て
い
く
の
で
、
巡

視
の
際
に
発
見

し
た
場
合
は
連

絡
を
お
願
い
し
た

い
。」
と
回
答
さ

れ
、
ナ
ラ
枯
れ

に
関
す
る
関
心

の
高
さ
が
う
か

が
わ
れ
ま
し
た
。

◦
森
林
病
虫
害
の
未
然
防
止

　

白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
の
緩
衝
地
域
で
あ

核心地域巡視の様子（長期変動調査区付近）

新型コロナ対応の座席配置（米代西部署長挨拶）

食害を調査する職員

緩衝地域を進む（一ノ又沢）
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藤
里
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

今
年
度
の
取
組
を
振
り
返
っ
て

◦
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
計
画
に
基
づ
き
、
中
・
大
型
哺

乳
類
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の

生
息
域
に
つ
い
て
も
調
査
項
目
と
し
て
あ
げ
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
年
度
も
４
月
上
旬
か
ら
世
界
遺
産
地
域
周

辺
へ
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
30
台
を
設
置
し
調
査
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
八
峰
町
に

設
置
し
て
あ
る
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
に
は
11
月
末

ま
で
に
６
頭
、
藤
里
町
に
設
置
し
て
あ
る
セ
ン

サ
ー
カ
メ
ラ
に
は
４
頭
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
撮
影

さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
は
八
峰
町
で
の
撮
影
が

主
で
し
た
が
、
今
年
度
は
藤
里
町
の
奥
山
で
も

撮
影
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
活
動
範
囲
が
広

が
っ
た
か
、
若
し
く
は
頭
数
が
増
え
た
か
の
い

ず
れ
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
は
藤

里
町
で
イ
ノ
シ
シ
２
頭
が
撮
影
さ
れ
て
お
り
、

こ
ち
ら
も
注
意
が
必
要
で
す
。
い
ず
れ
も
生
態

系
へ
の
影
響
が
危
惧
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
年

度
も
低
標
高
地
で
は
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
を
引
き

続
き
冬
期
間
も
稼
働
さ
せ
、
可
能
な
箇
所
に
つ

い
て
は
デ
ー
タ
回
収
を
行
い
な
が
ら
、
ニ
ホ
ン

ジ
カ
の
生
息

調
査
を
実

施
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
関

係
者
と
情
報

を
共
有
し
な

が
ら
、
ニ
ホ

ン
ジ
カ
対
策

を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

◦
森
林
環
境
教
育
等

　

例
年
、
新
緑
の
６
月
に
実
施
し
て
き
た
藤
里

幼
稚
園
の
「
ブ
ナ
の
森
探
検
」
は
新
型
コ
ロ
ナ

の
関
係
で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
10
月

に
感
染
対
策
を
し
な
が
ら
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
白
神
山
地
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
で

ブ
ナ
の
森
を
探
検
す
る
際
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
、

ブ
ナ
の
木
に
つ
い
て
事
前
学
習
を
行
い
、
２
日

目
は
岳
岱
自
然
観
察
教
育
林
で
ブ
ナ
の
森
探
検

を
行
い
ま
し
た
。
園
児
達
に
は
、
「
探
検
カ
ー

ド
」
を
使
い
、
シ
ー
ト
に
あ
る
写
真
と
同
じ
葉

を
見
つ
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
葉
の
中
に
は
噛

む
と
酸
っ
ぱ
い
味
が
す
る
も
の
も
あ
り
、
園
児

た
ち
は
噛
ん
で
は
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
白
神
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
「
４
０
０
年

ブ
ナ
」
で
は
そ
の
大
き
さ
に
驚
き
、
ブ
ナ
の
実

を
食
べ
て
み
た
り
、
林
内
の
湧
水
を
飲
ん
だ
り

と
、
遊
び
な
が
ら
の
学
習
を
存
分
に
体
験
し
て

笑
顔
を
は
じ
け
さ
せ
、
普
段
で
は
経
験
で
き
な

い
「
探
検
」
を
満
喫
し
ま
し
た
。

  

　

９
月
25
日
（
金
）、
30
日
（
水
）
の
両
日
に

渡
り
、
藤
里
町
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
「
ま

ち
自
慢
講
座
」
の
依
頼
が
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
職

員
が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。
こ
の
講
座
は
町
民

が
記
憶
や
経
験
を
語
り
合
い
、
学
び
会
い
な
が

ら
藤
里
町
の
魅
力
を
再
発
見
し
、
発
信
し
て
い

く
と
い
う
趣
旨
の
も
の
で
、
昨
年
に
引
き
続
い

て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
24
日
（
土
）
に
は
藤
里
町
民
祭
で
パ
ネ

ル
展
示
を
実
施
し
、
当
セ
ン
タ
ー
の
活
動
と
白

神
山
地
の
生
態
系
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

な
お
、
詳
細
は
95
号
の
白
神
通
信
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

入
込
み
者
が
減
と
な
り
、
当
セ
ン
タ
ー
で
実

施
す
る
予
定
で
あ
っ
た
森
林
講
座
も
中
止
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
白
神
山

地
を
少
し
で
も
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
当
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
写
真

集
：
白
神
山
地
（
秋
田
県
側
）
の
森
林
生

態
系
」 http://w

w
w

.rinya.m
aff.go.jp/

to
h

o
k

u
/syo

/h
u

zisa
to

/sya
sh

in
/

syashinsyu.htm
l 

を
新
規
作
成
し
ま
し
た
。

外
出
の
自
粛
が
求
め
ら
れ
る
中
、
ご
覧
い
た
だ

き
、
少
し
で
も
気
分
転
換
を
図
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

９
月
11
日
（
金
）、
秋
田
県
立
二
ツ
井
高
等

学
校
の
生
徒
38
名
が
、
白
神
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活

動
の
一
環
と
し
て
、
植
樹
活
動
と
白
神
山
地
の

観
察
会
を
行
い
、
当
セ
ン
タ
ー
も
Ｎ
Ｐ
Ο
法
人

あ
き
た
白
神
の
森
倶
楽
部
と
一
緒
に
活
動
へ
協

力
し
ま
し
た
。

　

白
神
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
、
白
神
山
地
に
世

界
一
近
い
高
校
で
あ
る
二
ツ
井
高
校
が
、
白
神

山
地
を
教
材
と
し
た
総
合
学
習
を
実
施
し
、
世

界
自
然
遺
産
で
あ
る
白
神
山
地
の
魅
力
を
外
部

に
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。
昨
年
度
は
こ
れ
ま
で
の
活
動
が
評
価

さ
れ
、
全
国
植
樹
祭
に
お
い
て
全
日
本
学
校
緑

化
コ
ン
ク
ー
ル
学
校
林
等
活
動
の
部
で
準
特
選

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
午
前
中
に
植
樹
活
動
を
行
い
、
ス
ギ

の
コ
ン
テ
ナ
苗
と
ブ
ナ
の
ポ
ッ
ト
苗
を
生
徒
達

が
デ
ィ
ブ
ル
や
鍬
を
使
い
、
枝
条
に
悪
戦
苦
闘

し
な
が
ら
も
予
定
し
た
苗
木
す
べ
て
を
植
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
岳
岱
自
然

観
察
教
育
林
で
自
然
観
察
を
行
い
、
白
神
の
森

の
魅
力
を
堪
能
し
、
森
林
の
役
割
や
白
神
山
地
の

保
全
の
大
切
さ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

写真集：白神山地（秋田県側）の森林生態系

センサーカメラにより撮影されたニホンジカ

ブナの実の皮を剥くようせがむ園児

ヤチダモについての説明を受ける高校生

藤里町民祭で写真に見入る方々
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ウッドチップ歩道 作業中の様子 400 年ブナ

　
当
署
管
内
に
は
４
０
０
年

ブ
ナ
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
岳
岱
自
然
観
察
教
育
林

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
世
界

自
然
遺
産
白
神
山
地
に
隣
接

し
、
多
目
的
展
示
施
設
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
の
ト
イ
レ
や
車

椅
子
で
散
策
で
き
る
ウ
ッ
ド

チ
ッ
プ
歩
道
な
ど
が
整
備
さ

れ
て
お
り
、
一
般
の
方
が
気

軽
に
白
神
山
地
の
原
生
的
な

ブ
ナ
林
の
雰
囲
気
を
味
わ
え

る
希
少
な
森
林
で
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
当
該
地
で
藤
里

森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

の
協
力
に
よ
り
獨
協
大
学
の

学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
毎

年
実
施
し
て
い
る
取
組
を
紹

介
し
ま
す
。

　
獨
協
大
学
で
は
平
成
29
年

か
ら
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
活

か
し
た
持
続
可
能
な
農
村
地

域
作
り
と
農
業
に
つ
い
て
、

自
然
体
験
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
通
じ
て
学
ぶ
た
め

に
、
藤
里
町
で
ゼ
ミ
合
宿
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
合
宿
で
は
、
岳
岱
自
然
観

察
教
育
林
の
他
に
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
に
も
な
っ

て
い
る
「
く
る
み
台
森
林
ス

ポ
ー
ツ
林
」、「
小
岳
自
然
観

察
教
育
林
」
や
「
二
ツ
森
自

然
観
察
教
育
林
」
も
活
用
し

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
「
コ
ロ
ナ
禍
」

も
あ
り
開
催
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、
歩

道
の
補
修
、
木
道
の
滑
り
止

め
の
設
置
や
チ
ッ
プ
歩
道
の

修
理
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
の
歩
道
補

修
は
、
歩
道
の
ウ
ッ
ド
チ
ッ

プ
が
土
化
し
表
面
を
雨
水
が

流
れ
る
状
態
に
あ
る
箇
所
に

ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
を
敷
き
詰
め

る
作
業
で
す
。
ウ
ッ
ド
チ
ッ

プ
を
米
袋
に
袋
詰
め
す
る

班
、
袋
詰
め
し
た
ウ
ッ
ド

チ
ッ
プ
を
一
輪
車
や
人
力
で

運
ぶ
班
、
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
を

蒔
い
て
レ
ー
キ
で
な
ら
し
踏

み
固
め
る
班
の
３
班
に
分
か

れ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
昨

年
度
は
８
月
の
暑
い
時
期
に

行
い
ま
し
た
が
、
若
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
お
か
げ
で
一
日
の

予
定
が
午
前
中
で
作
業
を
終

了
し
ま
し
た
。

　
学
生
さ
ん
か
ら
は
、「
白
神

山
地
で
の
保
護
活
動
の
貴
重

な
体
験
が
で
き
て
よ
か
っ

た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。
今
後
も
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
を
見
な
が
ら
、
継

続
し
て
取
組
を
進
め
て
い
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

美しい森林づくり
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
協
力
し
た

　
　
　「美
し
い
森
林
づ
く
り
」

米
代
西
部
森
林
管
理
署
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　本州の分水嶺の踏破に挑み青森の竜飛岬をス
タートし、18年かけ上越国境の三国峠まで約
1000Kmの山旅をした友人がいます。分水嶺に
は道はなく、チシマザサの藪が延々と連なる過
酷なジャングルで、点と線のように一部の稜線
に登山道がある程度です。今回はそんな山旅で
オアシスとなる花畑と分水嶺のお話をします。
　ツバメオモトは高山の樹林帯で見られ、厚み
のある葉が特徴。初夏に６弁の小花をまとめて
付け、実は藍色。由来は葉を万年青、実をツバ
メの頭部の色に見立てた。ベニバナイチヤクソ
ウは高山のダケカンバなどの樹林帯で見られ、
葉は丸く艶があり30cmほどの花茎に、ピンク
で円形の小花を多数付ける。サンカヨウも樹林
帯で見られ高さ50cm程で、大型で切れ込みの
ある葉が２枚。白い６弁の小花をまとめて付け
る。雨に濡れた花弁が透明になる姿も美しい。
オオバキスミレは日当たりの良い亜高山帯で見
られ高さ30cmほど、葉は先のとがった卵形で
花は黄色く、唇弁と側弁は紫色の筋がある。ワ

タスゲは高層湿原で群生し高さ50cm程で、葉
は線形で３稜。花は黄色く小さな筆に似ている。
写真のように実が熟す頃には花被片が綿状にな
り名の由来。ミツガシワは高山帯の池塘で見ら
れる水生植物で、葉は３枚で中心部から30cm
ほどの花茎を出し、初夏に白く淡紫色の小花を
総状に付ける。由来は槲の葉に似ていて３枚な
ことから。
　分水嶺の旅には八幡平のお花畑や鬼首のカル
デラなど絶景ポイントもあり、日本海と太平洋
を分かつ大河の原点を歩く旅でもあります。支
尾根の分岐点をコンパスとGPSで読み、時には
道に迷いながらの旅は人生にも通じますね。踏
破者の静岡県の大島氏は、出会った東北人の温
かい人情と、生き物たちとへの共感と敬意を感
じたと日本山岳会誌で述べています。東北の山
と人々の素晴らしさを大事にしていきましょ
う！今回でミニコラムの担当も最終稿となりま
す。ご愛読ありがとうございました。還暦からの
山歩きは藪漕ぎよりお花畑のほうがいいかな！   

お 　 も 　 と

かしわ

おにこうべ

④オオバキスミレ ⑤ワタスゲ（実） ⑥ミツガシワ

①ツバメオモト ②ベニバナイチヤクソウ ③サンカヨウ

分水嶺とお花畑

三八上北森林管理署　地域統括森林官　松尾　亨

―ツバメオモト、ベニバナイチヤクソウ、
サンカヨウ、オオバキスミレ、ワタスゲ、ミツガシワ―

7 みどりの東北 Vol.203



【
き
っ
か
け
】　

　
拙
宅
に
は
、区
分
保
有
す
る
里
山
が
あ
り
ま

す
。現
在
は
全
く
活
用
で
き
て
お
ら
ず
、何
と

か
有
効
活
用
で
き
な
い
も
の
か
と
、定
年
前
か

ら
考
え
て
い
ま
し
た
。モ
ニ
タ
ー
に
な
れ
ば
何

か
ヒ
ン
ト
に
な
る
よ
う
な
情
報
や
お
知
恵
が
頂

け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
す
。炭
や

薪
が
主
な
燃
料
で
あ
っ
た
昭
和
初
期
以
前
、自

給
燃
料
の
足
し
に
す
る
た
め
自
宅
か
ら
３
㎞
ほ

ど
離
れ
た 

” 

燃
料
庫 “ 

と
し
て
の
里
山
で
伐
採

し
た
木
材
を
大
八
車
で
運
ん
で
い
た
よ
う
で

す
。当
時
は
、近
隣
の
家
々
で
も
里
山
を
区
分

保
有
し
て
い
た
よ
う
で
、そ
の
山
の
所
有
権
を

示
し
た
図
面
を
見
る
と
山
頂
を
頂
点
と
し
た
円

錐
形
に
細
か
く
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

実
際
現
場
に
行
っ
て
み
る
と
何
十
年
も
放
置
さ

れ
て
き
た
た
め
境
界
が
判
然
と
し
な
い
の
が
現

状
で
す
。

【
３
・
11
を
経
て
】

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
間
も
な
く
10
年
の
月
日

が
経
ち
ま
す
。こ
の
間
、原
発
事
故
の
教
訓
や

地
球
温
暖
化
対
策
も
あ
り
、環
境
負
荷
の
少
な

い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
着
目
さ
れ
国
に

は
、驚
愕
！

【
国
土
保
全
と
林
業
の
活
性
化
】

　
今
回
は
、現
場
を
知
る
こ
と
の
大
切
さ
を
痛

切
に
感
じ
ま
し
た
。日
本
国
土
の
７
割
を
占
め

る
森
林
の
多
く
の
機
能
を
保
全
す
る
地
道
な
取

組
み
。ま
た
、近
代
的
な
作
業
一
貫
体
系
の
林

業
の
現
状
。今
は
、数
十
年
の
林
野
管
理
の
時

を
経
て
、出
荷
を
待
つ
ば
か
り
に
育
っ
た
林
木

が
多
く
存
在
し
て
い
る
サ
イ
ク
ル
を
迎
え
て
い

る
と
の
こ
と
。今
後
、多
く
の
若
手
担
い
手
が
、

森
林
を
舞
台
に
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
せ
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

【
さ
て
、ど
う
す
る
？
】

　
私
の
理
想
は
、先
祖
が
残
し
た
わ
ず
か
な
里

山
の
林
木
を
か
つ
て
の
よ
う
に
自
給
燃
料
を
調

達
す
る
場
と
し
て
再
活
用
す
る
こ
と
で
す
。燃

料
と
し
て
雑
木
を
切
り
、「
薪
」と
し
て
活
用
す

る
。と
な
る
と
炊
事
の
た
め
の
竈（
か
ま
ど
）を

設
置
す
る
必
要
が
あ
り
、風
呂
も
五
右
衛
門
方

式
に
改
良
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
！
ま
た
、薪

を
積
ん
で
お
く
場
所
、加
え
て
、防
火
対
策
。伐

採
し
た
後
に
は
植
林
。諸
々
の
改
修
コ
ス
ト
や

労
力
を
考
え
る
と
果
た
し
て
現
実
的
か
悩
む
と

こ
ろ
で
は
あ
り
、模
索
は
続
き
ま
す
・・・・
。

【
最
後
に
】　

　
こ
の
度
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、万
全
の
体
制
で

現
地
見
学
の
ご
準
備
を
頂
い
た
東
北
森
林
管
理

局
の
皆
様
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

よ
っ
て
利
用
拡
大
が
推
進
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

私
ど
も
も
蔵
王
温
泉
地
区
で
運
営
を
始
め
た
小

さ
な
交
流
館
に
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を
導
入

し
、ま
た
、太
陽
光
発
電
も
設
置
し
て
み
ま
し
た
。

【
現
地
見
学
、モ
ニ
タ
ー
と
し
て
の
感
嘆
！
】

　
青
森
県
と
岩
手
県
の
現
地
を
見
学
さ
せ
て
頂

い
た
。青
森
県
で
は
、小
雨
の
中
、地
す
べ
り
防

止
対
策
に
よ
る
国
土
保
全
、岩
手
県
で
は
、重

機
を
導
入
し
た
作
業
一
貫
体
系
に
よ
る
近
代
的

な
林
業
の
現
場
見
学
と
植
林
体
験
を
さ
せ
て
頂

い
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
私
の
林
業
の
イ
メ
ー
ジ
は
、秋

田
杉
や
金
山
杉
、青
森
ヒ
バ
の
よ
う
な
美
林
の

伝
統
的
な
産
地
が
あ
る
反
面
、多
く
は
輸
入
外

材
に
押
さ
れ
再
生
産
で
き
な
い
経
営
環
境
の

中
、後
継
者
が
育
っ
て
い
な
い
悪
循
環
に
置
か

れ
て
い
る
、と
い
う
も
の
だ
。し
か
し
、現
地
で

目
の
当
た
り
に
し
た
の
は
、径
50
㎝
余
り
の
大

木
を
稲
を
鎌
で
刈
る
か
の
如
く
、瞬
時
に
切
り

倒
す
最
新
鋭
の
重
機
パ
ワ
ー
、続
い
て
、切
り

倒
し
た
ば
か
り
の
大
木
を
リ
ン
グ
状
の
カ
ッ

タ
ー
が
挟
ん
で
左
右
に
動
か
す
こ
と
で
、あ
っ

と
い
う
間
に
き
れ
い
な
丸
太
に
仕
上
が
る
様
に

〜
里
山
で
の
燃
料
自
給
を
考
え
る
〜

〜
里
山
で
の
燃
料
自
給
を
考
え
る
〜

山
形
県
山
形
市

　工
藤

　篤

国有林モニターからの便り
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年
以
上
続
い
て
い
る
佐
井
村
最
大
の
お
祭
り
で
あ

り
、
雄
壮
な
お
囃
子
や
山
車
飾
り
な
ど
は
京
都
祇

園
祭
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
様
式
が
色
濃
く

残
っ
て
お
り
ま
す
。
令
和
２
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、
私
が
こ
こ
に
着
任

し
て
か
ら
の
２
年
間
、
９
月
14
日
か
ら
16
日
ま
で

の
３
日
間
、
裃
を
着
て
村
民
と
練
り
歩
い
た
こ
と

は
い
い
思
い
出
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
は
、
男
女
が
寄
り
添
う
よ
う
に
鎮

座
し
て
い
る
「
願
掛
岩
」
、
オ
オ
ウ
ラ
ヒ
ダ
イ
ワ

タ
ケ
な
ど
珍
し
い
植
物
が
分
布
し
て
い
る
「
縫
道

石
山
」
、
キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
を
楽
し
め
る
「
ウ

ニ
祭
り
」
な
ど
名
所
・
名
物
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

  

さ
て
、
こ
こ
佐
井
村
は
海
岸
近
く
の
段
丘
面
に

平
ら
な
場
所
が
わ
ず
か
に
あ
る
だ
け
で
、
佐
井
村

総
面
積
の
92
％
が
森
林
で
、
そ
の
内
の
約
86
％
が

国
有
林
で
占
め
て
い
ま
す
。
佐
井
村
に
あ
る
国
有

林
の
特
色
と
し
て
、
分
収
造
林
契
約
面
積
が
他
の

管
内
森
林
事
務
所
と
比
べ
て
約
４
２
５
ha
と
多
い

こ
と
で
す
。

　
私
が
勤
務
す
る
佐
井
森
林
事
務
所
は
、
本
州
最

北
端
に
あ
る
下
北
半
島
の
北
西
部
に
位
置
し
、
佐

井
村
全
域
の
約
１
万
２
千
ha
の
国
有
林
を
管
轄
し

て
い
ま
す
。

  

佐
井
村
は
、
南
北
に
細
長
く
約
40
㎞
に
お
よ
ぶ

海
岸
線
沿
い
に
あ
り
、
魚
介
類
が
と
れ
る
漁
場
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
海
岸
線
の
南
側
に
あ
る

「
仏
ヶ
浦
」
は
一
千
年
以
上
前
の
海
底
火
山
活
動

と
隆
起
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
も
の
で
、
そ
の
後
波

食
と
海
水
中
の
塩
に
よ
る
風
化
を
繰
り
返
し
て

「
奇
岩
」
と
な
り
、
古
く
か
ら
信
仰
の
場
と
し
て

も
有
名
で
す
。
１
９
４
１
年
に
は
国
の
名
勝
及
び

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
以
来
、
神
秘
的
な
偉

容
が
全
国
的
に
知
ら
れ
、
今
で
は
年
間
数
十
万
人

が
訪
れ
る
と
い
う
下
北
半
島
の
観
光
名
所
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
江
戸
時
代
よ
り
西
廻
り
航
路
の
貿
易
で

活
躍
し
た
北
前
船
は
佐
井
村
に
も
寄
港
し
、
数
々

の
文
化
を
運
ん
で
き
ま
し
た
。「
箭
根
森
（
や
の

ね
も
り
）
八
幡
宮
例
大
祭
」
も
現
在
ま
で
３
０
０

　
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
青
森
ヒ
バ
は
全
国
商
品

と
し
て
脚
光
を
あ
び
、
全
国
の
消
費
地
へ
運
ば
れ
ま

し
た
。
佐
井
村
に
個
人
所
有
者
の
山
林
が
少
な
か
っ

た
た
め
、
伐
採
跡
地
に
山
を
求
め
分
収
造
林
契
約
を

し
、
ス
ギ
や
キ
リ
を
植
え
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
今

こ
の
契
約
地
が
満
期
と
と
も
に
主
伐
を
迎
え
、
伐
採

後
の
再
造
林
事
業
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。  

　
森
林
事
務
所
の
業
務
は
、
各
種
監
督
業
務
の
ほ

か
、
林
道
の
維
持
管
理
、
境
界
の
保
全
管
理
、
観

光
地
等
で
の
貸
付
地
の
状
況
確
認
な
ど
、
多
岐
に

渡
り
ま
す
が
、
特
に
地
域
に
根
差
し
た
森
林
事
務

所
と
し
て
、
住
民
か
ら
の
要
望
や
相
談
ご
と
が

あ
っ
た
場
合
は
、
迅
速
・
丁
寧
に
対
応
す
る
こ
と

を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
管
内
で
は
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
事
案

が
度
々
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
林
野
巡
視
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
現

場
窓
口
と
し
て
「
報
告
・
連
絡
・
相
談
」
を
確
実

に
行
い
、
よ
り
一
層
地
域
住
民
と
の
つ
な
が
り
を

深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地域住民とのつながり
下北森林管理署　首席森林官　尾留川　修

が
ん
か
け
い
わ

ぬ
い
ど
う

い
し
や
ま

箭根森八幡宮例大祭山車

仏ヶ浦にある「如来の首」

仏ヶ浦

縫道石山（623ｍ）

TO
H

O
KU

 SHINRIN KYO
K

U

2021
森林官からの手紙
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蔵王温泉スキ－場

坊平の紅葉

新緑のドッコ沼

コマクサ

樹氷

the Noted Place of My Jurisdiction

我
が
署
の
名
所

山
形
森
林
管
理
署

蔵
王
中
央
高
原

―
山
形
市
蔵
王
温
泉
ス
キ
ー
場―

　
山
形
森
林
管
理
署
は
、
山
形
県
の
中
央
か

ら
東
へ
位
置
し
た
、
寒
河
江
市
に
あ
り
ま
す
。

　
日
本
百
名
山
の
一
つ
で
あ
る
「
月
山
」
や

「
大
朝
日
岳
」
な
ど
の
山
々
に
囲
ま
れ
、
中
央

部
に
は
、「
最
上
川
」
が
流
れ
、
そ
こ
へ
「
寒

河
江
川
」
な
ど
が
合
流
し
て
い
ま
す
。
管
内

に
は
、
自
然
景
観
等
に
優
れ
た
「
磐
梯
朝
日

国
立
公
園
」
、「
蔵
王
国
定
公
園
」
な
ど
の
自

然
公
園
が
あ
り
、
そ
の
中
で
も
、
樹
氷
で
知

ら
れ
る
蔵
王
温
泉
ス
キ
ー
場
が
お
薦
め
で
す
。

　
春
に
は
、
蔵
王
中
央
高
原
が
長
い
冬
か
ら

目
覚
め
、
爽
や
か
な
空
気
の
流
れ
と
と
も

に
、
新
し
い
命
が
芽
吹
く
季
節
へ
と
変
わ
っ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
春
ス
キ
ー
も
５
月
上

旬
ま
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
夏
に
は
、
目
に
ま
ぶ
し
い
ほ
ど
に
緑
が
輝

き
、
新
緑
の
季
節
を
迎
え
ま
す
。
コ
マ
ク
サ

や
ハ
ク
サ
ン
シ
ャ
ク

ナ
ゲ
な
ど
の
可
憐
な

花
々
が
咲
き
誇
り
ま

す
。
コ
マ
ク
サ
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
も
７
月

頃
か
ら
行
わ
れ
可
憐

な
花
と
一
緒
に
歩
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
秋
に
は
、
緑
色
が
赤
色
や
黄
色
な
ど
に
姿
を
変

え
る
大
パ
ノ
ラ
マ
の
紅
葉
も
見
応
え
十
分
で
す

し
、
９
月
頃
に
は
雲
海
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
四
季
折
々
の
空
気
を
味
わ
い
な
が

ら
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
も
楽
し
め
ま
す
。
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
も
、
初
心
者
コ
ー
ス
や

一
般
コ
ー
ス
、
健
脚
コ
ー
ス
が
あ
り
、
自
分

の
体
力
に
あ
っ
た
コ
ー
ス
を
選
び
、
ゆ
っ
た

り
と
風
景
を
見
な
が
ら
蔵
王
の
大
自
然
を
楽

し
む
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　
冬
に
は
パ
ウ

ダ
ー
ス
ノ
ー
で
楽

し
め
る
ス
キ
ー

や
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
、そ
し
て
最

大
の
魅
力
は
樹

氷
鑑
賞
で
す
。

　
特
に
、
夜
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
樹
氷

を
雪
上
車
に
乗
っ
て
鑑
賞
す
る
「
樹
氷
幻
想

回
廊
ツ
ア
ー
」
で
は
、
様
々
な
モ
ン
ス
タ
ー

に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
漆
黒
の
闇
の

中
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
樹
氷
は
、
幻
想

的
な
世
界
に
迷
い
込
ん
だ
雰
囲
気
に
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。

◎交通アクセス　
自動車…車で東北自動車道村田JCTから山形自動車道山形蔵王ICまで約40分。
　　　　その後、国道13号線経由で蔵王温泉スキ－場まで約40分。

至盛岡

仙台宮城Ｉ.C

至新庄
東根

IC

山形
JCT

山形中央
IC

♨
かみのやま

温泉

山形
蔵王I.C

山形上山
I.C

山寺
JR仙山線

R286
仙台南I.C

村田JCT

白石I.C
蔵王エコーライン

かみのやま温泉I.C

至米沢至東京

山形
自動車道

仙台

至東京

東
北
新
幹
線

東
北
本
線

東
北
自
動
車
道

西
蔵
王

高
原
ラ
イ
ン

山
形

か
み
の
や
ま
温
泉

山
形
新
幹
線

奥
羽
本
線

●
山
形
空
港

東
北
中
央
道

至
酒
田

Ｒ
13

Ｒ
４ ●

仙
台
空
港

• 東　京～新幹線 約3時間
• 東　京～飛行機 約1時間
• 名古屋～飛行機 約 65分
• 大　阪～飛行機 約 75分


